






















































































る                     古 る
1)観察・コミュニケーション技術を活用する     1)観察・コミュニケーション技術を活用する
2)対象者の考え方や価値観を理解し、ありのままに 2)対象者の考え方や価値観を理解し、ありのままに
尊重する                   尊重する
3)対象者のプライバシーを尊重する        3)対象者のプライバシーを尊重する
3,実習でとらえたことを言語化し、他者に伝える   4 実習でとらえたことを言語化し、他者に伝える
1)対象者(及び家族)の発言や観察したこと、自分が 1)対象者 (及び家族)の発言や観察したこと、自分が
感じたり考えたことを区別して記述する       感じたり考えたことを区別して記述する
2)1の1)～4)の関連性をみながら射象者を統合的に12)1,2の関連性をみながら対象者を統合的に理解




























































































対象は,平成17年度 (学生数 :86名, グルー
プ数:10),平成18年度 (学生数 :82名,グルー
プ数:10),平成19年度 (学生数:81名,グルー




















































































































































































































































































































































































































































































































Changes Of LeaFning Of Students and Problexllls
in]Basic Nursing Practicum RepoFt Meeting
Ayalo ?TAウヽ0蕉A`Voた YosMAWA ttlthie wttT帥1ヽ0TO・
IKazumi TAWARA and Ytta HIRAI
Kるy words and PhFaSeS I battc ttursi4g―practilcunL ho41e‐vlskt,reoOrt meetingi
a pFOblem訥鶴earc五五vingねdividual
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